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拓

本

論

で
は
、
明
治
末

期

に
流
行

し

た
綱
島
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川
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〈
見
神
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論
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、

同
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お
け

る
文
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の
繋

が
り

に

つ
い
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考

察

す
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こ
と

で
、
自
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や
反
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主
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と

い
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た
文

学
史

的
な
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に
梁
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〈
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そ
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第
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予

が
見
神

の
実
験

」

に
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け
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修

辞
上

の

戦
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を
分
析

し
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。
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予

が
見
神

の
実

験
」
技
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を
用
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と

の
な
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自
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の
経

験

の
描

写
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基
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証
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〈
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語
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、
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つ
、
第

一
章

で
見

た

「
予
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験
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の
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上
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が

用

い
ら
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こ
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を
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し
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、
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花
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た
。
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限定副詞 「むしろ」 と形容動詞 「逆 に」新用法 についての研究

岩 永 一 啓

限定 副詞 の中 に、先行研 究 や辞 典で 意味 を 「比較 ・選択 ・評価 ・判 断」 とされ る 「む し

ろ」が あ る。他 の似 た意 味 の限定 副詞 よ りも価値 ・状況 ・能 力 ・範囲 ・程 度 の差 を幅広 く

設 定 す るこ との 出来 るの は 「む しろ」だ。 しか し近頃 、文頭 な どにおいて これ らの 意味 の

希 薄 な使用が されて い るよ うに感 じた。 た とえ ば、

(1)X:「 困 った こ とが あ るんだ。 助 けて くれ な いか。」

Y:「 む しろな に をそん な に困 るんだ よ。」

(2)X:「 課 題 の印刷 した?」

Y:「 む しろまだ書 けて ない。」

(3)X:「Yの 話 ってた まに下 品 だ よね。」

Y:「 ごめんね。」

X:「 あ。 む しろお もしろい よ。」

類似 した もの に形 容動 詞 「逆 だ 」 の連 用 形 「逆 に」が あ る。 た とえば、

(4)X:「 お前授 業 にち ゃん と出て るの か?」

Y:「 逆 になんで 出て る と思 っ たん だい。」

(5)X:「 明 日は車で行 こ うか な。」

Y:「 逆 に電 車で い った ら ど う。」

X:「 いや、 車 な ら逆 に早 いか ら、 そ うす るつ も りなんだ 。」

「逆 に」 につ いて 『現代用 語 の基 礎 知識2015』 に は 「ロ グセ 」の項 目 として 「「実 際 の

ところ」 「別 の見 方 をす れ ぼ」 くらいの意 味 でつか わ れ る。」 と記述 されて い る。 この こ と

か ら 「む しろ」 「逆 に」 に従 来 の意 味 よ りも意 味 が弱 まった、 また は変化 した新用 法 が 出

て きて い るの で はないか と考 え、 その検 証 を研 究 の 目的 と した。

意味 論 ・構 文 論 を 中心 に新用 法 と して 研究 を行 い、 「む しろ」 で は新用 法 と従 来用 法 の

間 で前後 に くる言葉 の 「評 価 的条件 」 に違 いが見 られ、別 の用 法 と見 なす根 拠 にな った。

「逆 に」 で は 「語彙 的制 約 」の差 は見 られ なか ったが
、 「評価 的条 件 」 で は新用 法 は比較

項Aに くる ものが、 基準 で あ る ことよ りも話者 に とって想 像 しが たい もの や意 外性 の あ る

もの とい う要素 が強 く、 そ して比較 項Bの 反 対 の程 度 に も差 が見 られた。 「逆 に」 の新用

法 は 「む しろ」 の新用 法 に近 い もの と考 え られ る。 「評価 的条 件 」の 比較 を行 う と、 比較

項Aで は、 ともに話 者 に とって考 え られ な い意外 性 を持 った ものが入 る とい う点が共 通 し

て い る比較項Bは 「否 定す る」 と 「反 対 」 とい う近 いニ ュア ンス を持 って い る こ とが分か

った。
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「オ ノマ トペ+す る」研 究

NguyenThiBichTram

どの国 の言語 もオノマ トペ は豊か な単 語 の宝庫 の 中の大切 な一 部 であ る。 それ に 日常 生

活 の コ ミュニ ケーシ ョンでオ ノマ トペ ンで もオノマ トペ は よ く使 われて い る。 日本語 を学

習す る外国 人 に とって、 日本 語 オノマ トペ は非常 に複雑 で あ る。 そのた め、 日本 語 の学 習

と研究 は簡 単 な こ とで はない。 しか し、 難 しいか らこそ学 習者 と研 究者 に対 して面 白さを

与 えて くれ るもので あ る。

本論 は 「オ ノマ トペ+す る」 形式 に着 目 し、 アスペ ク ト、 「と」 の使用 の分 析 、文 の構

成 の分 類 を検討 した。 また、認 知 の観点 で オノマ トペか ら 「オノマ トペ+す る」 形式 へ の

意 味 の拡 張 につ いて検 討 した。

オ ノマ トペ と 「オ ノマ トペ+す る」形 式 の意 味 ・用 法 につ いて検 討 し、 こ のよ うな語 の

特 質や 文法 特性 を明 らか に した。 「こそ こそす る」 「ち くち くす る」 「ごろ ご ろす る」 「ぴ り

ぴ りす る」 「ぼた ぼたす る」 が分析 の対 象 で あ る。小 野 『擬 音 語 ・擬 態 語4500日 本 語 オ ノ

マ トペ辞 典』 とコーパ ス を参 照 し、 意 味面 と文 法面 に関 し、 「オ ノマ トペ+す る」形 式 の

特 徴 を明 らか に した。

オ ノマ トペ の指 導 ・学 習 につ いて少 し述 べて お きたい。 オ ノマ トペ を学 習 す る とき、 共

感 を持 ち、 興味 があ れ ば、 身 につ けやす くな る と思わ れ る。 したが って、 初 級 ・中級 レベ

ルか ら、教 科書 で現 れ るオノマ トペ を指 導す る とき には、 関連 語 も一 緒 に入 れて説 明 し、

で きれ ば生 教材(漫 画 、新 聞、イ ンターネ ッ ト、アニ メ等)も 利 用す るこ とが 良い と思 う。

オノマ トペ指導 は重要 な課 題 だ と考 え られ る。
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あらゆる教科の学習の前提 として必要な言語能力の効果的な育成方法

勤務校における実践をふまえて

中 井 政 治

本論 文 は、 生徒 の学習能 力 の向上 を 目指 し、 様 々な教 科 の学習 の前提 とな る言 語能 力の

育 成 方法 を考 え、実 践 し効 果 を検 証 した もので あ る。

第1章 で は、 これ までの勤務 校 で学 習指 導 をお こな って きた生徒 た ちの現 状 と問題 点、

改 善法 につい て述べ る。 そ こには、 語彙 の少 な さか ら、 教科 書 に出て くる言 葉(用 語)の

意 味 が理解 で きないた め に文 意が読 み取 れ ない、 す なわち学 習 内容 に入 り込 めない生徒 の

苦 しさが あ った。 それ は、言語 活動 を活発化 させ るこ とによ り改 善で き るので はな いか と

考 えられ た。

第2章 で は、現任 校(奈 良 県立 山辺 高等学校)に おいて総 合学 科の時 代 に取 り組 んだ 内

容 につ いて 述べ る。総 合学 科 の クラスで は生徒達 の選 択 す る授 業 内容 は多 岐 にわた る。 ま

ず はク ラス 担任 と して読 書活 動 を推進 す る こ とに よ り、 どの教 科 の学 習 に も役立 つ言語 能

力 の 向上 にな るこ とが明 らか にな った。また、言 葉 の学 習に主 眼 を置 い た学 校 設定科 目 「チ

ャ レンジ 日本語」 な どを設 け、実 施 した。

第3章 で は、現 在、3年 次 の 生物 科学 科植物 コース の生徒 お よび普 通科 生 活文化 コース

の生徒 に対 し、 お こな って い る学 校設 定科 目 「新聞 活用 」お よび 「読書 」 の授業 内容 お よ

び効果 につ いて述 べ る。

第4章 で は 上記 の取 り組 み につ いての考察 と提案 を述 べ る。

言語 能力 の効 果 的な育成 にお ける 「新 聞活用 」 お よび 「読 書」 の組 み合 わせ は、画鋲 理

論 」 と名付 けた仮説 に基づ く。 「新 聞活用 」の 授業 を通 して この世の 中で起 こって い る

様 々 な事象 に触 れ 、現代社 会 で必要 な語 彙 の習得 にっ な げ る。 それ と並行 して行 な う 「読

書 」の 授業 で は、1つ のテー マ につ いて書 か れた作 品 を作者 の意 図 を念 頭 に置 きなが ら、

最初 か ら結 末 まで読 み通 して思考 の深 化 を図 る。幅広 い語 彙 と深 い洞 察 力 の育成 、 この2

つ を通 して言語 能 力を高 め る こ とが 、 あ らゆ る教科 の学 習理 解 に寄 与 す る と考 え る。

まだ まだ、 端 緒 につ い たぼか りで、 授業 内容(題 材)の 選 定 や授業 方 法 の 改善が 必要 と

思 われ るが 、今後 も継 続 して取 り組 み たい と考 えて い る。
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